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研究成果の概要（和文）：ヒト造血前駆細胞を不死化ストローマ細胞と共培養し、ストローマ細胞が産生するSDF-1の
作用や、LFA-1を介したストローマ細胞との接着の役割を、中和抗体を用いて行った。その結果、ストローマ細胞と接
着した状態での造血前駆細胞からのT・Bリンパ球系前駆細胞への分化の制御にはSDF-1は必須であるが、ストローマ細
胞と接着していない状態でのTリンパ球系細胞分化には関与しないこと、ストローマ細胞上での初期Tリンパ球系細胞へ
の分化にはLFA-1を介したストローマ細胞との接着が重要であることなどが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：By using coculture system with telomerized human bone marrow stromal cells, we 
found that stromal cell-derived factor 1 (SDF-1) is critical for stromal cell contact-induced early T- 
and B-lymphoid differentiation from human hematopoietic precursors but dispensable for early T-cell 
generation without contact with stromal cells and that LFA-1-mediated interaction with stromal cells is 
important for early T-lymphoid differentiation.

研究分野：血液、輸血

キーワード： ストローマ細胞　SDF-1　LFA-1　リンパ球分化
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